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市長提出議案第16号
（伊香保温泉浴場石段の湯条例の

一部改正）
○●○●○○○○●●●●○○●●○可決

請願 受理番号１
（「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を

求める意見書」の提出を求める請願書）
●●●●●●●●●●●●○●●●○不採択

市長提出議案第25号
（令和6年度渋川市一般会計予算）

○●○●○○○○●●●●●○●●●否決

市長提出議案第26号
（令和6年度渋川市国民健康保険特別会計予

算）
○○○○○○○○○○○○●○○○●可決

市長提出議案第28号
（令和6年度渋川市介護保険特別会計予算）

○○○○○○○○○○○○●○○○●可決

市長提出議案第30号
（令和6年度渋川市伊香保温泉観光施設事業特

別会計予算）
○●○●○○○○●○●●○○●●○可決

市長提出議案第33号
（令和6年度渋川市水道事業会計予算）

○●○●○○○○●○●●○○●●○可決

議員提出議案第1号
（ 渋川市通学バス条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例）
●○●○●●●●○○○○●●○○●否決

議員提出議案第2号
（渋川市水道事業給水条例の一部を改正する条

例の一部を改正する条例）
●○●○●●●●○○○○●●○○●否決

議員提出議案第3号
（加藤幸子議員に対する議員辞職勧告決議）

●○●○●●●●○○○○
除
斥

●○○●
可否同数により
議長裁決にて否決

議員提出議案第4号
（角田喜和議員に対する議員辞職勧告決議）

●○●○●●●●○○○○●●○○
除
斥

可否同数により
議長裁決にて否決

議員提出議案第5号
（古巻公民館建設予定地のスラグ関連調査費用
及びその撤去費用の請求とその法的措置を求め

る決議）

●○●○●●●●○○○○●●○○●否決

○：賛成　　●：反対

※安カ川議長は表決には参加せず、可否同数の場合のみ裁決します。

　　　　　　　　　　　　　　３月定例会において賛否の分かれた表決結果一覧



議案概要

市長提出議案第16号
（伊香保温泉浴場石段の湯条例の一部改正）

請願 受理番号１
（「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を

求める意見書」の提出を求める請願書）

議員提出議案第1号
（ 渋川市通学バス条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例）
議員提出議案第2号

（渋川市水道事業給水条例の一部を改正する条
例の一部を改正する条例）

議員提出議案第5号
（古巻公民館建設予定地のスラグ関連調査費用
及びその撤去費用の請求とその法的措置を求め

る決議）

開館時間及び使用料の見直しにより、施設運営の適正化を図るため、所要の改正をしようとするものです。

以下の点について、渋川市議会から国に対し意見書を提出することを求める請願です。
１ 政府は、最低賃金法を全国一律制度に改正すること。
２ 政府は、労働者の生活を支えるため、最低賃金1,500円以上を目指すこと。
３ 政府は、最低賃金の引上げができ、経営が継続できるよう、中小企業への支援策を抜本的に拡充・強化し、国民の生命と
暮らしを守ること。

令和５年１２月渋川市議会定例会において原案可決された議案第９６号渋川市通学バス条例の一部を改正する条例により、
通学バスを利用できなくなる児童生徒を、再度、利用対象者に含めるものです。

物価高騰の渦中における水道料金の大幅な値上げは、市民生活に大きな負担となるため、現在の内部留保を増やすのでは
なく、概ね現状維持が可能な値上げとするものです。

古巻公民館建設予定地の汚染土壌等に関する一連の支出はその原因をつくり出した事業者が負担すべきであり、市民が納
めた血税から負担することはあってはならず、渋川市長に対し、汚染土壌等の調査費及び除去搬出工事費を原因者に請求
すること並びに請求に伴う法的措置をとることを求めるとする決議です。


